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16．”mTc・HSA・1）によるリンパ管シンチグラフィに

　　て興味ある所見を呈した乳び尿の1例
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18．9t｝mTc・MIBIシンチグラフィによる頭頸部悪性腫

　　瘍再発診断および放射線治療効果判定
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　症例は88歳の乳び尿を呈した男性である．リンパ

管シンチグラフィでは右腎門部に異常集積部位が経

時的に濃く描出され，同時期に施行されたリンパ管

造影の所見と一致し，本症例は右腎へのリンパ流の

逆流による乳び尿と診断した．治療は腎孟硝酸銀注

入療法がRP造影時に行われ，その後乳び尿は治まっ

た．経過観察の目的で再度リンパ管シンチグラフィ

が施行され，治療前に認められた腎孟への逆流所見

ははっきりしなくなっており，シンチグラム上から

も治療効果を認めたと判断した．以上，99mTc－HSA－D

によるリンパ管シンチグラフィが，診断および経過

観察に有用であった1例を経験したので，リンパ管シ

ンチグラフィ所見を中心に報告した．

17．Ehrlich腹水癌細胞およびアドリアマイシン耐性

　　細胞における99mTc・MIBIの細胞内流入とその修

　　飾の検討
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　Ehrlich腹水癌細胞およびそのアドリアマイシン

（ADR）耐性細胞を用いて，99mTc－MIBI（MIBI）の細胞

内流入とその修飾について検討した．

　ADR耐性細胞は，　wild・EATcに比べMIBIの流入

は低下した．

　nigericinによりMIBIの流入はWild　EATCでは増加

したが，ADR耐性細胞では逆に低下しており，　ADR

耐性細胞においてはMIBIの流入機構に変化が生じて

いる可能性が示唆された．

　DIDSではADRの流入は阻害されたが，　MIBIの取

り込みは増加した．

　MIBIの流入機構とADRの流入機構は異なってい

るものと思われた．

　99［nTc－MIBIシンチグラフィを用いて頭頸部悪性腫

瘍の再発診断および放射線治療効果判定の有用性を

検討した．対象は頭頸部悪性腫瘍患者17例で再発腫

瘍9例，放射線治療前後に99mTc－MIBIシンチグラ

フィを施行した症例が10例であった．方法は99TT・Tc－

MIBI　600　MBq静注後15分後，3時間後にplanar像・

SPECT像を撮像し視覚的に集積の有無を判定した．

治療効果判定は放射線治療の一次効果と対比して検

討した．結果は再発腫瘍は9例中8例で有意な集積

が認められ診断可能であった．治療前後ではNC　5例

すべて集積は不変で，PR・CR　5例中4例で集積が低

下した．99’nTc－MIBIの集積は腫瘍のviabilityを反映し

再発腫瘍診断や放射線治療効果判定に有用であると

思われる．

19．肺小細胞癌におけるWmTC・MIBIによる治療効果
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　肺小細胞癌化学療法前にMIBIシンチグラフィを施

行し，治療効果とMIBIの集積程度について検討し

た．対象は小細胞癌12例で，治療前後のCT像より

治療効果をCR，　PR，　NC群に分類した．方法はMIBI

600MBq静注15分後に胸部sPEcTの早期像，2時
間後に後期像を撮像した．腫瘍と健側肺にROIを設

定しTIN　ratioを早期像（early　ratio），後期像（delayed

ratio）より求め，またそれらよりretention・index（RI）を

算出した．結果はCR，　PR，　NC群の順にearly，　de－

layed　ratioともに小さくなる傾向が認められた．　NC

群のRIはCR，　PR群と比べwashoutする傾向を示し

た．化学療法前のMIBIは治療効果を反映することが

示唆された．
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